
○　本校の概要 令和8年3月6日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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　タブレット学習はとても多くのメ
リットがあると思いました。改善点
にあるようにマナーやルールは
大切だと思います。
　学校が楽しいと回答した児童は
昨年と同じぐらいだが、タブレット
を学習に活用している児童は増
加している。１００％の児童が学
校が楽しいと回答できるよういじ
め対策、学習面でみんなが分か
るサポート体制を目指して努力し
てほしい。また、長時間タブレット
を使用することでの健康への弊
害もっと伝えた方がよいと思う。
　AIの使い方等はこれからは必
要だと思うのでSNSも含めて学習
した方がよいと思う。
　学校に行くのが楽しいが一番で
す。

予測困難な未来社
会を創造的に生き
る力の育成に関す
る児童アンケート
（複数の設問）にお
いて、肯定的な表
現の合計の割合に
ついて、以下の通
り評価する。

複数の設問の全て
が85％以上であれ
ば「４」

複数の設問のどち
らか一方が85％以
上であれば「３」

複数の設問のどち
らも70％以上85％
未満であれば「２」

複数の設問のどち
らも85％未満であ
り、一方が70％未
満であれば「１」

４：

３：

２：

１：
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各設問の肯定的回答は以下の通
りである。(いずれも児童)

学校が楽しい　87％
タブレットを学習に活用している
92％

【これまでの取組】
本校においては、大田区独自の
教科である「おおたの未来づくりを
実施している。また、その資質・能
力の素地の育成に向けた学習
を、第１学年から第４学年までで
取り入れている。
この新教科を中心として、社会の
様々な課題を自分事として捉え、
主体的に考えたり、他者と協働
し、問題解決していくような学習を
取り入れたりしている。
今年度から体験学習の充実を図
り、生活課において電車に乗って
秋を探したり、サツマイモを育てて
サツマイモパーティーをひらいたり
した。３年生では蚕を育てて眉細
工をした。

【改善点】
各学習において、自分の考えをま
とめ、発表する際、個人、または、
グループで話し合い、考えるツー
ルとしてタブレット端末を使うこと
を選択している児童もいる。しか
し、アンケートの回答から学習以
外での使用（マナーやルール）に
ついて、課題が見出されているた
め、学校全体でマナーやルール
についての指導を全学級で時間
を決めて指導する等、改善を進め
る必要がある。

成果
評価

令和７年度　大田区立相生小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

開校は大正15年、今年で100年目を迎える歴史と伝統のある学校である。学級数１２、児童数277名である。
【学校経営の基本方針】
◎１００年の歴史のもと、未来社会に向かって創造的に生きるための力を育む学校　～こどもが主役の楽しい学校～
〇こどもが自分のよさに気付くよう努める　〇一人一人の教職員の力を生かした組織力を高める　　〇こども同士が互いのことを思いやり、高め合えるように努める　〇地域や保護者と連携し、地域の教育力を生かした教育活動を推進する
【目指す学校増】〇一人一人のこどもが生き生きと学校生活を楽しめる学校〈勉強が分かる・楽しい学習活動・学校、学級が居心地がいい〉
〇こどもも教職員も共に学び合う学校
〇保護者・地域との連携を大切にし、信頼される学校

学校関係者記入欄
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目標に対する成果指標 これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

2

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3



○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

成果
評価

大項目 取組内容
学校関係者記入欄

目標に対する成果指標 これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

方向性 取組指標

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

外国語活動に関す
る児童アンケート
（複数の設問）にお
いて、肯定的な表
現の合計の割合に
ついて、以下の通
り評価する。

複数の設問の全て
が85％以上であれ
ば「４」

複数の設問のどち
らか一方が85％以
上であれば「３」

複数の設問のどち
らも70％以上85％
未満であれば「２」

複数の設問のどち
らも85％未満であ
り、一方が70％未
満であれば「１」

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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　これからは英語力はとても大
切だと思います。また、世界の
国々の文化や歴史を学び、交
流を通して日本文化を紹介した
りすることはとても素晴らしいと
思いました。
　ALTとの交流は低学年からで
きるだけ早い段階からのほうが
効果的ではないかと思う。高学
年になるにつれて恥ずかしさも
出てくるので。相生にもたくさん
の外国にルーツを持つ児童が
在籍しているので、その児童の
国にふれて学習する機会も設
けたらいいのでは。”相生国際
フェス”が楽しみです。
　地域で外国の方が多く見られ
るこの頃、外国語教育は必要
と感じます。

４： 4

3

各設問の肯定的回答は以下の通
りである。(いずれも児童)

国際理解に関する学習への取組
86％
ALTとの交流　78％

【これまでの取組】
本校においては、第５学年及び第
６学年の外国語及び他学年の外
国語活動に、ALTが指導に当たっ
ている。また、英語カフェの活動を
全学級において、定期的に実施し
ている。

【改善点】
令和８年度は相生国際フェスを実
施する。日本に住む外国人の困っ
ていることを解決したり、留学生と
の交流を通して日本文化を紹介し
たりする。

3

２：

１：

5

2 0

３：

2

1 0

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

2

4

2



○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

成果
評価

大項目 取組内容
学校関係者記入欄

目標に対する成果指標 これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

方向性 取組指標

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：全教員が意義を理解して行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

1

2

5

0

0

3

2

道徳及び体力に関
する児童アンケー
トと、学習に関する
保護者アンケート
において、肯定的
な表現の合計の割
合について、以下
の通り評価する。

どちらも85％以上
であれば「４」

どちらか一方が
85％以上であれば
「３」

どちらも70％以上
85％未満であれば
「２」

どちらも85％未満
であり、一方が
70％未満であれば
「１」

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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　「生命尊重」「親切・思いやり」
の題材で命の大切さ、思いやり
の心は大事だと思います。
　道徳の授業を参観させても
らったがいつもどの学年も真剣
に取り組んでいるのが印象的
だった。また、外からゲスト
ティーチャーを招いて話を聞い
たり地域の他の世代の人たち
と交流することは児童の人格
形成に大いに役立つと思う。
　体力をつけるために運動をす
ることは大切だ。筋肉を鍛える
とか速く走れる等考える、知る
ことも大事だと思う。スポーツ
はできなくてもルールや専門用
語等を覚えると興味がわいて
楽しめると思う。
　学校内での勉強以外での交
流も大切だと思います。

4

各設問の肯定的回答は以下の通
りである。

(児童)
友達との話し合い活動　84％
(保護者)
規範意識の育成　94％

【これまでの取組】
本校においては、道徳の授業改
善に取り組んでいる。
今年度は「生命尊重」や「親切・思
いやり」の観点で題材を選び、道
徳地区公開講座を実施した。さら
に昭和大の高宮先生に来校いた
だき、「命の授業ア」や、マナーニ
に来校いただき犬とふれあい授
業を実施した。また、日々の学習
の実践を目指して、各教科等での
道徳的指導を推進した。
また、確かな学力の育成について
は、算数の習熟度別指導、大田
区漢字検定の実施、放課後補習
等の取組を通して、確実な定着に
取り組んできた。
さらに体力向上については、体育
の学習を通して持久走記録会を
実施した。また、大田区小学生駅
伝に関わる取組を通して児童の
体力向上に努めた。
また、東邦医大と連携した健康メ
ニュー作りをした。

【改善点】
保育園、幼稚園との交流も開始
し、秋まつりや学芸会に園児を招
待したり、５年生が来年度入学し
てくる子を楽しませる取組をした。

3

４：

3

2
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

3

⑤体力テストの結果などを生かした授業改
善、体力向上のための取組を積極的に実
施する。

3

３：

２：

１：



○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

成果
評価

大項目 取組内容
学校関係者記入欄

目標に対する成果指標 これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

方向性 取組指標

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

　１００周年に向けた取り組み、
とても素晴らしかったです。
　この１００周年を学習面と同
時進行で行事をこなしこどもた
ちの成長に繋げたのはおみご
とでした。
　今、オリンピックでも金メダル
を取って喜んでいる選手も家族
やコーチや多くの協力者がい
なければ取れなかったと思いま
す。１００周年でも多くの友人、
人々が力を合わせてできたと
感じてほしい。
　昨年の１００周年の式典は感
動しました。児童の行動、態度
素晴らしかったです。

各設問の肯定的回答は以下の通
りである。

(児童)
授業が分かる　91％
(保護者)
分かりやすい授業の実施　88％

【これまでの取組】
本校においては、児童一人ひとり
の可能性を引き出す個別最適な
学びと協働的な学びの一体的な
充実の視点による授業改善とし
て、丁寧な机間支援、適切な対話
活動の導入に、各学級で取り組ん
でいる。
また、新教科「おおたの未来づく
り」の実施が行われ、地域教材を
活用した課題発見・探究学習の実
施や、児童の言語能力に関する
課題改善に向けた校内研究授業
を実施している。
開校１００周年に向けた様々な取
組を組織的に行い、成功させ子ど
もも保護者の満足度が高かった。

【改善点】
令和８年度に向けて、組織の改編
を行い、様々な事がらを組織的に
対応d消えるようにした。

4

0

3 4

01

学校力・教師力の
向上に関する児童
アンケートと保護
者アンケートにお
いて、肯定的な表
現の合計の割合に
ついて、以下の通
り評価する。

どちらも85％以上
であれば「４」

どちらか一方が
85％以上であれば
「３」

どちらも70％以上
85％未満であれば
「２」

どちらも85％未満
であり、一方が
70％未満であれば
「１」 ２：

１：

４：

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

３：

4 3

2

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

③周年に向けて行事を見直し、組織的に
対応している。

4

3

3



○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

成果
評価

大項目 取組内容
学校関係者記入欄

目標に対する成果指標 これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

方向性 取組指標

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

　困ったときに相談できる人や
環境があることは親やこどもに
とって大きいと思います。
　多種多様な家庭環境で育っ
たこどもは多種多様で対応に
難しいこともたくさんあると思う
が、その時最善と思われること
をすればと思う。
　成果評価が４になるとよいで
すね。各家庭生活や環境等の
違いがあるので大変だと思い
ます。
　児童の行動の変化を見抜き
早い段階での対応を願いま
す。

各設問の肯定的回答は以下の通りで
ある。

(児童)
困ったときの相談　78％
(保護者)
児童理解の充実　91％

【これまでの取組】
本校においては、特別支援、いじめ対
策、不適応対策の委員会を定期的に
開催し、組織的対応を継続している。
一方で、児童の自尊感情の涵養や、
他者を尊重する気持ちの育成などの
指導を行っている。結果としていじめ
問題や不登校の未然防止につながる
取組を行っている。

【改善点】
学級満足度調査（WEBQU）について
の研修を行い、児童が居心地のよい
学級づくりをしていく。

3

4 1

3

すべての児童が、
自分らしくいきいき
と生きるための学
びの支援に関する
児童アンケートと
保護者アンケート
において、肯定的
な表現の合計の割
合について、以下
の通り評価する。

どちらも85％以上
であれば「４」

どちらか一方が
85％以上であれば
「３」

どちらも70％以上
85％未満であれば
「２」

どちらも85％未満
であり、一方が
70％未満であれば
「１」

４：

１：

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童が自分
らしくいきいきと
生きるための学
びを支援します。

２：

３：
②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

2

4 2 0

4 6

1 0



○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

成果
評価

大項目 取組内容
学校関係者記入欄

目標に対する成果指標 これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

方向性 取組指標

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

各設問の肯定的回答は以下の通りで
ある。

(児童)
身を守る学習　94％
(保護者)
身を守る学習の充実　94％

【これまでの取組】
本校においては、避難訓練や安全指
導の充実を図り、児童が真剣に活動
に参加し、自分自身の身を守ることに
ついて考えさせる活動を継続してい
る。また、タブレットの振り返りカードを
作成し、児童に各学期１～２回の振り
返りを実施した。児童の振り返りカード
は保護者にも確認してもらい、学校と
家庭の両方でタブレットの扱いについ
て児童に指導していける体制を整え
た。

【改善点】
実践に基づいたアレルギー対応研修
や危機対応の組織を見直していく。情
報モラル教育の推進危機対応及び、
タブレット端末の扱い方に関する取組
をしていく。

4

　地域で開催する防災訓練に
も親子で積極的に参加してい
ただけたら嬉しいです。
　児童、保護者とも肯定的回答
が高いので、学校の取り組み
を評価しているようだ。今、情
報を得るツールでネット上が多
いと思うがAIで作られた偽の情
報があることもこどもたちに注
意喚起が必要だと思う。
　低学年には安全とは理解で
きない部分も多くあると思う。高
学年や周りの大人が少しずつ
でも伝えたり行事を見せたりし
て覚えてもらえるかな？
　地震などいつ災害が起きるか
わからない。避難訓練・安全指
導が必要と思います。

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

④タブレットの入れ替え等を行うとともに、
タブレットのルールの見直しを図った。

柔軟で創造的な学
習空間と安全・安
心な教育環境に関
する児童アンケー
トと保護者アン
ケートにおいて、肯
定的な表現の合計
の割合について、
以下の通り評価す
る。

どちらも85％以上
であれば「４」

どちらか一方が
85％以上であれば
「３」

どちらも70％以上
85％未満であれば
「２」

どちらも85％未満
であり、一方が
70％未満であれば
「１」

③校内の美化に努め、児童が過ごしやす
い環境に努めた。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

4

3

4

4

3 4

2 0

４：

３：

２：

1 0１：

4 3



○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

成果
評価

大項目 取組内容
学校関係者記入欄

目標に対する成果指標 これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

方向性 取組指標

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

　地域でもこどもたちを見守っ
ていきたいと思います。
　１００周年の行事で学校の中
にいつもの年以上に地域が
入って一緒に学校運営ができ
たと思う。このまま次年度に続
けていけたらと思う。学校公開
の時にもっとたくさんの地域の
方を誘いたい。
　登校、下校時の声かけ、心が
けています。学区域内町会が
協力し合いこどもたちを見守り
たいと思います。

１：
④夏休みには地域の方の協力を得て、わ
くわくスルールや行事を行い、地域と共に
健全育成に努めている。

４：

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②校庭朝遊びや登下校の見守り活動など
の、児童・生徒の健全育成や安全指導に
係る取組を地域の協力により実施してい
る。

3

２：

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

4

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

2

3 6

地域コミュニティの
核としての学校づく
りに関する保護者
アンケート（複数の
設問）において、肯
定的な表現の合計
の割合について、
以下の通り評価す
る。

複数の設問の全て
が85％以上であれ
ば「４」

複数の設問のどち
らか一方が85％以
上であれば「３」

複数の設問のどち
らも70％以上85％
未満であれば「２」

複数の設問のどち
らも85％未満であ
り、一方が70％未
満であれば「１」

各設問の肯定的回答は以下の通りで
ある。(いずれも保護者)

地域と協力した取組　82.0％

情報発信　88％

【これまでの取組】
令和５年度からコミュニティ・スクール
を導入し、学校運営協議会での熟議
を経て、様々な活動を実施している。
その一つが始業前の校庭開放であ
り、学区域内町会が見守りを行ってい
る。また、今年度は１００周年を迎え、
地域の方と協力した児童の学習活動
だけではなく、学校と地域をつなぐフェ
スなども実施された。
PTAと連携を図り、学校行事の運営や
校外の見守り活動に協力を得ている。
地域からの要望でゲーム依存に関す
る講座を講師に来校してもらい実施し
た。

【改善点】
地域学校協働本部との連携をさらに
深めたい。

1 0

2 0

3 ３：

4 1


